
 

投資事業評価調書（継続：再評価〔第１回〕） 

部課室名 
県土整備部土木局 

道路街路課 

記入責任者職氏名 

（担当者氏名） 

道路街路課長 上田 浩嗣 

（県道班長 長央 貴晴） 

内

線 

4362 

(4376) 

  
事業種目 道 路 新規評価年度 平成26年度  今回評価 前回評価 

事業名 

道路事業 

主要地方道 

但馬
た じ ま

空港
くうこう

線 

事業採択年度 平成26年度 
総事業費 17 億円 7.2 億円 

内用地補償費 0.3 億円 0.5 億円 

着工年度 平成26年度 
完成予定年度 平成 31 年度 平成 30 年度 

進 捗 率 
(内用補進捗率) 

43％ 

（100％） 
－ 

事業区間 豊岡市
とよおかし

戸
と

牧
べら

～岩井
い わ い

 
残事業費 9.5 億円 －億円 

事 業 の 目 的 事業内容 
①但馬空港の利用促進 

本路線は、ｺｳﾉﾄﾘ但馬空港から北近畿豊岡自動車
道(仮称)豊岡ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞへのｱｸｾｽ道路として機能す
る。 
②防災機能強化 

緊急輸送道路である北近畿豊岡自動車道と一体
となり、広域防災拠点であるｺｳﾉﾄﾘ但馬空港へのｱｸｾ
ｽ向上を図る。 

【延  長】2,200m 

【構造規格】第 3種第 4級 

【計画幅員】2車線 

車道 5.5m〔全幅 7.0m〕 

【計画交通量】1,000 台/日〔H42 予測〕 

【費用負担】国55% 県45% 

事業を取り巻く 

社会経済情勢 

等の変化 

北近畿豊岡自動車道の整備に合わせ、ｺｳﾉﾄﾘ但馬空港からインターチェンジへのア
クセス道路の整備が必要。 
【北近畿豊岡自動車道の事業の動き】 
豊岡道路（豊岡南 IC～豊岡 IC） 

平成 27年 6 月に都市計画決定  
平成 28年 4 月に事業化 

 日高豊岡南道路（日高神鍋高原 IC～豊岡南 IC）：整備中 
八鹿日高道路（八鹿氷ノ山 IC～日高神鍋高原 IC）：平成 29年 3 月に供用 

【前回評価時点からの事業計画の変更概要】 
①当初計画は、国が北近畿豊岡自動車道の残土を搬入し、盛土区間の一部を施工す

る計画であったが、地元調整の結果、残土運搬のダンプ台数が大きく制限され、
残土搬入量が大きく減少し、国施工量も縮減した。この縮減した工事を県が施工
することとなり、当該事業が増工となった。 

②用地補償の交渉に時間を要したため、供用を平成 31 年度に変更する。 

進捗状況 
①進捗率は事業費ベースで43％、用地取得率は100％。 

②平成31年度完成に向け、引き続き工事推進。 

評価視点 評価結果の説明  
審査会意見及

び対応方針 

【審査会意見】  
   － 

【対応方針】 
－ 

(1)必要性 

 

①北近畿豊岡自動車道の(仮称)豊岡ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞとｺｳﾉﾄﾘ但馬空港を結ぶｱｸｾｽﾙｰﾄとし
て、北近畿豊岡自動車道とあわせて整備する必要がある。また、北近畿豊岡自動
車道は、山陰近畿自動車道(未事業化)と接続し、広域ネットワークを形成することか
ら、府県境を越えたｺｳﾉﾄﾘ但馬空港利用圏域の拡大の観点から、(仮称)豊岡ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ
とｺｳﾉﾄﾘ但馬空港を接続する必要性が高い。 

②本路線は、広域防災拠点であるｺｳﾉﾄﾘ但馬空港と、緊急輸送道路の機能を担う北
近畿豊岡自動車道を結ぶとともに、同時改良予定の豊岡ｲﾝﾀｰ線を経由し、公立豊
岡病院（災害拠点病院・3 次救急医療機関）に直結することにより、防災力の強
化を図る必要がある。 

(2)有効性 

・効率性 

（執行環境状況）

①費用便益比Ｂ/Ｃ＝1.5(全体)（前回評価時点Ｂ/Ｃ＝3.6）、Ｂ/Ｃ＝2.7(残事業) 
②(仮称)豊岡ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ及び(一)豊岡ｲﾝﾀｰ線の供用に合わせた本事業の整備により、
救急医療体制の充実、観光振興、企業誘致、空港利用促進等において相乗効果が期
待できる。 

(3)環境適合性 切土法面については、在来種等による植生の復元を図り、周辺環境の保全に配慮する。 

(4)優先性 ①豊岡市街地からｺｳﾉﾄﾘ但馬空港への主要ｱｸｾｽﾙｰﾄとして、早期に整備する必要がある。 
②当該路線は北近畿豊岡自動車道日高豊岡南道路の(仮称)豊岡南ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ供用時に

発生する、豊岡市街地までの交通集中を分散する機能を有することから、(仮称)豊
岡南ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ供用までの完成が求められる。 

③本路線沿いには豊岡市が産業用地を整備しており、早期に整備する必要がある。 

再評価 

の結果 
継続 理由 

事業の必要性は事業採択時と変わっておらず、北近畿豊岡自動車道の整備
に合わせ、継続して事業を実施する必要がある 

道路-1 



 

事業進捗状況概要図（継続：再評価〔第１回〕） 

事業名 道路事業 路線・河川名 主要地方道 但馬空港線 

 

至 宮津至 鳥取

至 姫路

至 福知山

豊岡南IC
（仮称）

豊岡市役所

JR豊岡駅

公立豊岡病院

豊岡北IC
（仮称）

（主）但馬空港線
延長2,200m

出典：国土地理院

豊岡IC
（仮称）

事業箇所

凡 例
：高速道路(計画中)
：高速道路(整備中)

：国道
：県道
：事業区間
（整備中）

事業中

産業用地
（豊岡市事業中）

豊 岡 市

山陰近畿自動車道 E９

コウノトリ
但馬空港

(但馬広域防災拠点)

日
高
豊
岡
南
道
路

豊
岡
道
路

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

豊
岡
北
～
豊
岡

E７２

至 日高神鍋高原IC
 

 事業進捗状況・予定 整備効果 

全体 

(H26～H31) 

【事業費＝17億円】 

  延長 2,200m 

  用地約 94,000m2 

 

事業採択～H29

まで 

(H26～H29) 

【事業費＝7億円】 

① 事業進捗率 43％（事業費ベース） 

② 用地取得面積約94,000m2（進捗率100％） 

 

  

 

 

－ 

今後 2年間 

（予定） 

(H30～H31) 

【事業費＝ 10 億円】 

平成 31 年度 全線供用予定 

 

全線供用により、コウノトリ

但馬空港から北近畿豊岡自動

車道(仮称)豊岡インターチェ

ンジへのアクセス道路として

機能する。 
 

道路-2 



道路－3

事 業 概 要 図

豊岡南IC
（仮称）

事業区間

延長2,200m 

至 豊岡駅

至 日高神鍋高原IC

①施工状況（但馬空港側） ②施工状況（国道426号側）

１

２

但馬空港
国道426号

豊岡IC
（仮称）

凡 例
：高速道路(計画中)
：高速道路(整備中)

：国道
：県道
：事業区間

（整備中）

7,000

2,7502,750

750 750

計 画 断 面 図

空中写真：豊岡市より提供

コウノトリ
但馬空港

(但馬広域防災拠点)

公立豊岡病院
(3次救急医療機関)

災害拠点病院



但馬空港の利用促進

道路－4

兵庫県

京都府

豊岡市役所

京丹後市
久美浜庁舎

豊岡北IC
（仮称）

３分短縮

整備前：１２分

空港アクセス

：将来

：現況

■豊岡市街地はもとより、北近畿豊岡自動車道、山陰近畿自動車道と一体

となり、但馬北部や久美浜方面からのアクセス性が向上し、利用が促進。

久 美 浜 からのアクセス：概ね１０分短縮

但 馬 北 部からのアクセス：約３分短縮

豊岡市街地からのアクセス：約３分短縮

山陰近畿自動車道

公立豊岡病院

３分短縮

整備前：１０分

整備後：７分

整備後：９分

豊岡IC
（仮称）

豊岡南IC
（仮称）

出典：国土地理院

凡 例
：高速道路(計画中)
：高速道路(整備中)

：国道
：県道
：事業区間
（整備中）

整備後：概ね１５分

概ね１0分短縮

整備前：２６分

コウノトリ
但馬空港

(但馬広域防災拠点)



至 宮津

至 鳥取

至 姫路 至 福知山

豊岡南IC
（仮称）

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

道路－5

豊岡市役所

JR豊岡駅

豊岡北IC
（仮称）

防災機能の強化

■コウノトリ但馬空港（但馬広域防災拠点）、北近畿豊岡自動車道、

公立豊岡病院（災害拠点病院・3次救急医療機関）、豊岡市街地が

相互に直結し、防災機能が向上

直 結

豊岡市街地

山陰近畿自動車道

豊岡IC
（仮称）

出典：国土地理院

凡 例
：高速道路(計画中)
：高速道路(整備中)

：国道
：県道
：事業区間
（整備中）

コウノトリ
但馬空港

(但馬広域防災拠点)

公立豊岡病院（災害拠点病院）



H26 H27 H28 H29 H30 H31
工　　種

年　　度

調査・設計

用地補償

道路改良

 

１．スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．事業効果について 

(1)費用対効果 

①便益(Ｂ)の項目 

事

業 
B(便益) 算出方法 

道

路 

①走行時間短縮便益 

○目的地までにかかる時間

が短くなることによる便益 

整備無しの走行時間費用－整備有りの走行時間費用 

走行時間費用：Σ(交通量×走行時間)×時間価値原単位×365日 

②走行経費減少便益 

○交通の流れがスムーズに

なり燃費などが向上するこ

とによる便益 

整備無しの走行経費－整備有りの走行経費 

走行経費：Σ(交通量×距離)×走行経費原単位×365日 

③交通事故減少便益 

○交通事故が減少すること

による便益 

整備無しの事故損失額－整備有りの事故損失額 

事故損失額：Σ(交通量×距離×交差点以外の事故損失原単位＋ 

交通量×主要交差点数×交差点部事故損失原単位) 

 

 

②費用便益比(Ｂ／Ｃ)算出根拠 

事

業 
事業名 

B（便益） C（費用） （百万円） 
B／C 

便益額(百万円) 代表的な効果 総費用 事業費 維持管理費 

道 

路 

 

道路改築事業 

 

但馬空港線 

全

体

事

業

費 

 

①走行時間

短縮便益 
1,998 

計画交通量 

1,000 台/日 

(H42) 

1,571 1,519 52 1.5 

②走行経費

減少便益 
288 

③交通事故

減少便益 
127 

計 2,413 

残

事

業

費 

 

①走行時間

短縮便益 
1,998 

計画交通量 

1,000 台/日 

(H42) 

882 830 52 2.7 

②走行経費

減少便益 
288 

③交通事故

減少便益 
127 

計 2,413 

 

(2)費用対効果に含まれない主な効果 

①コウノトリ但馬空港（但馬広域防災拠点）と公立豊岡病院（災害拠点病院）、北近畿豊岡自動

車道を結ぶことによる防災機能の強化 

②コウノトリ但馬空港へのｱｸｾｽ機能向上によるコウノトリ但馬空港の利用促進 
③豊岡市が事業中である産業用地へのアクセス機能の確保 

 
 
 
 道路-6 

当初計画

実施・計画



対象事業：道路事業 但馬空港線

（１）費用対効果

走行時間短縮

走行経費減少

交通事故減少

（２）費用対効果に含まれない効果 ○印は当該事業効果の主な項目

効果項目

緊急医療・緊急物資の円滑な輸送の確保
（※緊急輸送道路の整備、防災拠点・災
害拠点病院へのアクセス道路の整備）

○
但馬空港(広域防災拠点)と公立豊岡病院(災
害拠点病院)、北近畿豊岡自動車道を結ぶこ
とによる防災機能の強化

救助・救援活動の支援
（※災害時の通行不能や孤立集落の解
消）

○
但馬空港(広域防災拠点)と公立豊岡病院(災
害拠点病院)、北近畿豊岡自動車道を結ぶこ
とによる防災機能の強化

減災対策への取り組み
（※二線堤道路、避難路・避難場所とし
ての機能、延焼防止機能の確保）

―

救急医療体制の支援 ○
公立豊岡病院(第３次救急医療機関)へのアク
セス機能の向上

交通安全対策 ―

地域間交流の促進 ○
豊岡中心市街地と但馬空港のアクセス機能の
向上

中心市街地の活性化 ○
豊岡中心市街地と但馬空港のアクセス機能の
向上

地域産業の活性化 ―

但馬空港へのアクセス機能向上による地域産
業の活性化
（但馬空港利用者の約６割がビジネス利用）
豊岡市が整備する産業用地へのアクセス道路

観光支援 ○
但馬空港へのアクセス機能向上による観光振
興
（但馬空港利用者の約２割が観光利用）

地域プロジェクト等の支援 ○
北近畿豊岡自動車道（豊岡道路）の供用
豊岡市が整備する産業用地へのアクセス道路

公共交通機関利用の促進
交通結節点の機能の向上

○
但馬空港へのアクセス機能向上による但馬空
港の利用促進

沿道環境の改善
景観形成

―

道路街路事業の効果

該当する事業内容等

目的地までの時間短縮

走行速度の向上や走行距離の短縮による燃料費の
節約等

効 果 項 目　(費用対効果の便益内容)

交通事故の減少による人的損害額、物的損害額及
び渋滞による損失額等

④地域の環境改善

評価の視点

②地域の活性化

③円滑な交通体系の確保

①安全・安心の確保

災害時

平　時

道路-7


